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梅
堯
臣
の
聯
句
に
つ
い
て

大

井

さ

き

は
じ
め
に

北
宋
の
梅
堯
臣
（
一
〇
〇
二-

一
〇
六
〇
）
の
詩
集
は
全
七
首

の
聯
句
を
収
め
る
。
約
二
九
〇
〇
首
に
及
ぶ
詩
詞
中
で
、
そ
の
割

合
は
極
め
て
小
さ
い
。
欧
陽
脩
や
蘇
舜
欽
ら
同
時
代
の
詩
人
た
ち

と
比
べ
て
特
に
量
が
多
い
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
梅

堯
臣
の
聯
句
は
彼
の
詩
の
変
遷
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
注
目
に

。

、

値
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

梅
堯
臣
の
対
人
関
係
の
変
化
は

そ
の
詩
風
の
変
遷
と
軌
を
同
じ
く
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
梅
堯

臣
の
詩
は
、
仁
宗
の
慶
暦
年
間
（
一
〇
四
一-

一
〇
四
八
）
の
後
半

頃
よ
り
、
日
常
生
活
の
あ
り
ふ
れ
た
事
物
を
取
り
上
げ
る
傾
向
が

顕
著
に
な
る

詩
作
活
動
か
ら
窺
え
る
対
人
関
係
も

慶
暦
四

一

。

、

（

〇
四
四
）
年
頃
を
境
に
性
質
が
や
や
変
化
し
て
い
る
。
慶
暦
三
年

以
前
は
、
洛
陽
滞
在
中
の
数
年
間
を
除
い
て
、
一
人
の
相
手
に
対

し
一
、
二
首
程
度
の
応
酬
に
留
ま
り
、
複
数
人
で
集
ま
っ
て
詩
を

応
酬
し
た
形
跡
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
が
、
慶
暦
期
後
半
に
な

。

る
と
特
定
の
人
物
と
の
頻
繁
な
交
際
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

梅
堯
臣
の
詩
の
変
化
は
、
詩
人
の
交
流
活
動
と
の
関
連
か
ら
検
討

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
で
も
他
者
と
の
共
作
で
あ
る

聯
句
は
、
多
く
の
場
合
詩
作
の
場
を
共
有
す
る
た
め
、
両
者
の
関

連
を
追
求
す
る
糸
口
と
な
り
う
る
よ
う
に
思
う
。

さ
ら
に
、
中
国
古
典
詩
中
の
聯
句
の
発
展
過
程
に
お
い
て
も
、

梅
堯
臣
の
作
は
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
梅

堯
臣
に
は
、
韓
愈
と
孟
郊
が
「
城
南
聯
句
」
で
試
み
た
、
対
の
一

方
を
作
っ
て
相
手
と
交
替
す
る
ス
タ
イ
ル
（
跨
句
体
）
を
用
い
た

聯
句
が
二
作
見
ら
れ
る
。
し
か
も
二
作
と
も
、
韓
愈
と
孟
郊
の
試

。

、

み
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

先
行
研
究
で
は

ま
ず
青
木
正
兒
氏
が
「
聯
句
浅
説

（

山
口
大
学
文
学
会
誌
』
第

」
『

一
巻
創
刊
号
、
一
九
五
〇
年
）
に
お
い
て
、
韓
愈
と
孟
郊
は
一
人

目
が
一
句
を
作
っ
た
の
ち
す
ぐ
に
二
人
目
が
対
を
作
る
形
を
と
っ

て
い
る
が
、
梅
堯
臣
に
よ
っ
て
新
た
な
発
展
が
加
え
ら
れ
た
と
す

る

「
梅
堯
臣
の
新
式
で
は
其
の
第
一
句
を
三
句
に
增
加
し
、
且
つ

。

。

『

』

篇
首
に
は
二
聯
の
不
對
句
を
用
ゐ
た

ま
た
篇
尾
も

城
南
聯
句

は
一
人
一
句
で
收
め
て
あ
る
が
、
梅
氏
は
三
句
或
は
九
句
を
用
ゐ

た

」
と
い
い
、
梅
堯
臣
の
創
意
か
当
時
行
わ
れ
て
い
た
形
式
の
一

。
つ
か
は
未
詳
だ
が
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
跨

句
体
を
用
い
た
梅
堯
臣
の
聯
句
の
う
ち
一
作
は
、
途
中
か
ら
担
当

句
数
が
変
化
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
齊
藤
茂
氏
が
「
韓
孟
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聯
句
の
新
し
さ
―
『
征
蜀
聯
句
』
を
中
心
に
―

（

中
国
学
志
』

」
『

観
号
、
大
阪
市
立
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
〇
五
年
）
の
中
で
言
及

し

「
跨
句
體
の
発
展
形
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

、本
稿
で
は
、
梅
堯
臣
の
聯
句
七
首
に
つ
い
て
、
梅
堯
臣
詩
全
体

へ
の
影
響
の
有
無
、
聯
句
の
発
展
過
程
に
お
け
る
位
置
づ
け
な
ど

を
考
え
て
い
く
前
段
階
と
し
て
、
ま
ず
七
首
が
ど
の
よ
う
な
作
で

あ
り
、
各
々
に
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
認
め
る
べ
き
な
の
か
を
整
理

し
た
い
。一

制
作
年
に
つ
い
て

考
察
の
対
象
と
な
る
の
は
以
下
の
七
首
で
あ
る
。
底
本
と
す
る

『

』（

、

、

梅
堯
臣
集
編
年
校
注

朱
東
潤
編
年
校
注

上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
〇
年
。
以
下
『
編
年
校
注

）
の
収
録
順
に
、
題
名
と
作
者

』

を
挙
げ
る
。
人
物
名
は
原
注
の
ま
ま
表
記
し
た
。

１

「
聯
句
附

（
謝
少
卿
、
絳
、
堯
臣
、
維
、
衍
、
良
臣
）

．

」

２

「
希
深
洛
中
冬
夕
道
話
有
懷
善
慧
大
士
因
探
得
江
字
韻
聯
句
」

．

（
希
深
、
聖
兪
）

３

「
希
深
本
約
遊
西
溪
信
馬
不
覺
行
過
據
鞍
聯
句

（
希
深
、
堯

．

」

臣
）

．「

」（

、

）

４

同
希
深
馬
上
口
占
送
九
舅
入
京
城
親
聯
句

希
深

堯
臣

５

「
玉
麈
尾
寄
傅
尉
越
石
聯
句

（
絳
、
堯
臣
）

．

」

６

「
風
瑟
聯
句

（
希
深
、
聖
兪
）

．

」

７

「
冬
夕
會
飮
聯
句

（
堯
臣
、
景
初
）

．

」

１
～
６
の
制
作
者
に
見
ら
れ
る
「
絳
」
及
び
「
希
深
」
は
、
梅

堯
臣
の
妻
の
兄
、
謝
絳
（
九
九
四-

一
〇
三
九
、
字
は
希
深
）

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
７
の
「
景
初
」
は
謝
景
初
（
一
〇
二
〇

-

一
〇
八
四
）
で
、
そ
の
息
子
に
あ
た
る
。
こ
の
七
首
は
、
編
年

前
の
詩
集
『
宛
陵
先
生
集

で
は
、
全
て
巻
十
一
の
末
尾
に
収

』［
１
］

め
ら
れ
て
い
る
。
巻
十
一
は
他
に
慶
暦
四
、
五
（
一
〇
四
四
、
四

五
）
年
の
詩
を
収
録
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
聯
句
も
同
年
の
作
と
い

。

、

う
わ
け
で
は
な
い

う
ち
六
首
の
唱
和
相
手
と
思
わ
れ
る
謝
絳
が

こ
の
時
す
で
に
没
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

『
編
年
校
注
』
は
１
～

。

６
を
明
道
元
（
一
〇
三
二
）
年
の
詩
を
録
す
る
巻
二
の
巻
末
に
、

７
を
慶
暦
四
年
の
詩
を
録
す
る
巻
十
四
の
巻
末
に
載
せ
る
。
編
者

の
朱
東
潤
氏
は
編
年
の
根
拠
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

堯
臣
集
中
聯
句
七
首
、
舊
附
『
宛
陵
文
集
』
第
十
一
卷
末
。
十

一
卷
爲
慶
歷
四
、
五
年
（
一
〇
四
四
―
―
四
五
）
間
詩
、
謝
絳

（

）
、

（

）
、

死
於
寶
元
二
年

一
〇
三
九

不
容
在
慶
歷
四
年

一
〇
四
四

更
有
與
堯
臣
聯
句
之
作
。
按
天
聖
九
年
、
明
道
元
年
（
一
〇
三

一
―
―
一
〇
三
二
）
間
、
二
人
在
洛
相
處
最
久
、
至
景
祐
元
年

（
一
〇
三
四
）
三
月
、
謝
絳
已
任
開
封
府
判
官
（
見
『
長
編
』

巻
一
一
四

、
聯
句
六
首
當
附
在
明
道
元
年
巻
後
。
…
…

）

（

聯
句
附
」
補
注
）

「

（

）
、

、

…
…
謝
景
初
生
於
眞
宗
天
禧
三
年

一
〇
一
九

天
聖
十
年
時

僅
十
四
歳
、
不
容
與
堯
臣
聯
句
。
此
詩
題
「
冬
夕
會
飮

、
疑
爲

」

慶
歷
四
年
冬
間
作
。
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（

冬
夕
會
飮
聯
句
」
補
注
）

「

右
の
説
に
少
し
補
足
し
て
お
く
。
ま
ず
、
２
は
題
に
、
４
は
作

中
に
「
洛
中
」
の
語
が
見
ら
れ
る
た
め
、
謝
絳
と
共
に
洛
陽
に
滞

在
し
て
い
た
時
期
の
作
で
あ
る
の
は
ほ
ぼ
確
実
だ
と
言
え
る
。
３

の
「
西
溪
」
は
各
地
に
存
在
す
る
が
、
二
人
が
場
を
共
有
で
き
た

と
思
わ
れ
る
地
域
で
考
え
る
と
、
や
は
り
洛
陽
の
龍
門
に
あ
る
西

渓
の
可
能
性
が
高
そ
う
で
あ
る
。
１
も
、
共
作
者
の
五
人
目
「
良

臣
」
と
は
明
道
元
年
頃
に
直
接
の
交
流
を
も
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
。
彼
は
朱
氏
補
注
に
「
疑
爲
堯
臣
同
曾
祖
弟
。
宣
城
『
梅

氏
家
譜

、
梅
遠
生
子
簡
、
超
。
簡
生
朝
、
朝
生
誠
、
誠
生
良
臣
。

』

超
生
邈
、
邈
生
讓
、
讓
生
堯
臣

」
と
あ
り
、
梅
堯
臣
と
祖
先
を
同

。

じ
く
す
る
同
世
代
年
下
の
親
族
と
思
わ
れ
る
。
明
道
二
年
の
秋
の

作
と
し
て
、
梅
堯
臣
に
「
送
弟
良
臣
歸
宣
城
」
詩
が
、
欧
陽
脩
に

も
「
送
梅
秀
才
歸
宣
城
」
詩
が
見
ら
れ

、
そ
れ
以
降
は
、
少
な

［
２
］

く
と
も
交
流
の
痕
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
謝
少
卿
に
つ
い
て
、
朱

東
潤
氏
は
４
の
作
に
う
た
わ
れ
る
「
九
舅

、
す
な
わ
ち
謝
氏
の
九

」

番
目
の
弟
で
は
な
い
か
と
す
る
。
聯
句
の
内
容
か
ら
、
謝
少
卿
が

梅
堯
臣
ら
の
も
と
へ
や
っ
て
来
た
の
を
皆
で
迎
え
た
時
の
作
だ
と

推
測
で
き
る
た
め
、
そ
れ
が
婚
姻
の
た
め
洛
陽
に
や
っ
て
来
た
謝

氏
の
弟
で
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
一
つ
の
可
能

性
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
場
合
や
は
り
１
の
作
は
２
、
４
と
同
時

期
に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

別
の
可
能
性
と
し
て
は

「
絳
」
が
謝
絳
で
は
な
く
後
に
梅
堯
臣

、

（

）

、「

」

と
盛
ん
な
交
流
が
あ
っ
た
韓
絳

一
〇
一
二-

一
〇
八
八

で

維

が
そ
の
弟
の
韓
維
（
一
〇
一
七-

一
〇
九
八
）
で
あ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
５
「
玉
麈
尾
寄
傅
尉
越
石
聯
句
」
も
、
制
作
者
が
「
希

深
」
で
は
な
く
「
絳
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
聯
句
を
受
け
取

っ
た
傅
越
石
と
は
、
梅
堯
臣
ら
の
洛
陽
滞
在
期
か
ら
二
十
年
も
後

の
皇
祐
五
（
一
〇
五
三
）
年
に
も
う
一
首
や
り
取
り
が
残
っ
て
お

り
、
謝
絳
没
後
に
別
の
「
絳
」
と
い
う
人
物
と
行
っ
た
聯
句
の
可

能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。

と
は
い
え
、
原
注
の
表
記
が
諱
を
用
い
た
り
字
を
用
い
た
り
と

不
統
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば

「
絳
」
と
「
希
深
」
の
み
使
い

、

分
け
が
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
よ
り
、
謝
絳
の
諱
と
字
が
混
在
し

て
い
る
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
さ
ら
に
詩
集
の
構
成
か
ら
考

え
て
も
、
謝
絳
と
す
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う

『
宛
陵
先
生
集
』
全
六

。

、

。

十
巻
の
構
成
は

巻
一
か
ら
巻
十
一
ま
で
で
一
旦
完
結
し
て
い
る

各
巻
の
目
録
部
分
に
「
西
京
詩

「
池
州
後
詩

「
汝
州
後
詩

「
湖

」

」

」

州
後
詩
」
と
い
う
詩
人
の
滞
在
地
に
よ
る
区
分
が
見
ら
れ
、
巻
十

二
以
降
は
そ
れ
が
な
い
。
慶
暦
六
（
一
〇
四
六
）
年
に
欧
陽
脩
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
「
梅
聖
兪
詩
集
序
」
に

「
聖
兪
詩
既
多
、
不
自

、

收
拾
。
其
妻
之
兄
子
謝
景
初
懼
其
多
而
易
失
也
、
取
其
自
洛
陽
至

于
呉
興
已
來
所
作
、
次
爲
十
卷

（
聖
兪
詩
既
に
多
き
も
、
自
ら
收

。

拾
せ
ず
。
其
の
妻
の
兄
の
子
謝
景
初

其
の
多
く
し
て
失
ひ
易
き
を

、

、

懼
る
る
や

其
の
洛
陽
自
り
呉
興
に
至
る
已
來
の
作
る
所
を
取
り

お
そ

よ

次
い
で
十
卷
と
爲
す

」
と
し
、
梅
堯
臣
の
洛
陽
か
ら
呉
興
（
湖

。
）

州
）
時
代
ま
で
の
詩
を
編
纂
し
た
と
言
う
の
に
ほ
ぼ
合
致
す
る
。

恐
ら
く
こ
の
十
一
巻
ま
で
が
、
第
一
次
編
纂
の
詩
集
の
原
型
を
留

め
て
お
り
、
聯
句
七
首
は
そ
の
第
一
首
に
「
聯
句
附
」
と
題
す
る
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通
り
、
付
録
と
し
て
詩
集
の
末
尾
に
収
め
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ

う
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
ひ
と
ま
ず
朱
東
潤
氏
の
見
解
の

、

（

）

、

通
り

１
～
６
に
つ
い
て
は
謝
絳
と
明
道
元

一
〇
三
二

年
頃

洛
陽
で
行
っ
た
聯
句
と
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

７
の
「
冬
夕
會
飮
聯
句
」
が
慶
暦
四
（
一
〇
四
四
）
年
に
編
じ

ら
れ
て
い
る
の
も
、
恐
ら
く
は
妥
当
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
梅
堯
臣

と
謝
景
初
は
、
天
聖
五
（
一
〇
二
七
）
年
に
梅
堯
臣
が
二
十
六
歳

で
謝
氏
と
結
婚
し
た
こ
と
で
、
親
族
関
係
と
な
っ
た
。
以
降
、
梅

堯
臣
は
そ
の
父
謝
絳
と
繰
り
返
し
詩
を
応
酬
し
て
お
り
、
両
者
が

、

。

共
に
洛
陽
付
近
で
勤
務
し
て
い
た
期
間
は

特
に
盛
ん
で
あ
っ
た

謝
景
初
と
の
最
初
の
や
り
取
り
は
宝
元
二
（
一
〇
三
九
）
年
、
梅

堯
臣
三
十
八
歳
、
謝
景
初
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
だ
が
、
そ
れ
以

前
に
交
流
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
た
だ
、
朱
東

潤
氏
の
言
う
よ
う
に
、
年
齢
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

謝
絳
の
存
命
中
に
息
子
の
謝
景
初
と
二
人
で
酒
を
酌
み
交
わ
す
と

い
う
の
が
や
や
不
自
然
の
よ
う
に
思
う
。
梅
堯
臣
と
謝
景
初
・
景

温
兄
弟
と
の
応
酬
は
謝
絳
の
没
し
た
宝
元
二
年
以
降
が
主
で
、
唯

一
生
前
に
作
ら
れ
た
「
師
厚
生
日
因
以
詩
贈
」
は
謝
絳
を
賞
賛
す

る
語
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
梅
堯
臣
は
あ
く
ま
で
謝
絳
の
子
と
し

て
謝
景
初
と
接
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、

や
は
り
宝
元
二
年
以
降
の
作
と
す
る
方
が
良
い
よ
う
に
思
う
。
そ

の
後
二
人
が
冬
を
共
に
過
ご
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
の
は
、
康
定

元
（
一
〇
四
〇
）
年
と
慶
暦
四
年
で
あ
る
。
前
者
は
旅
の
道
中
を

一
部
共
に
し
た
だ
け
で
、
第
一
句
で
「
與
君
數
夜
飮
（
君
と
數
し

ば
夜
飮
す

」
と
い
う
ほ
ど
の
期
間
交
際
し
た
と
は
考
え
づ
ら
く
、

）

慶
暦
五
年
以
降
は
梅
堯
臣
も
謝
景
初
も
別
々
の
地
に
赴
任
す
る
。

任
期
の
合
間
に
都
な
ど
で
し
ば
し
交
流
し
た
こ
と
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
や
は
り
可
能
性
が
最
も
高
い
の
は
慶
暦
四
年
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
他
の
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
恐
ら

く
は
１
～
６
が
明
道
元
（
一
〇
三
二
）
年
頃
、
洛
陽
で
の
作
で
あ

り
、
７
が
慶
暦
四
（
一
〇
四
四
）
年
の
冬
、
汴
京
で
の
作
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
。

二

形
式
に
つ
い
て

七
首
に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
形
式
を
見
て
い
き
た
い
。
詩
題
、

詩
体
（
句
の
総
数

、
制
作
者
の
人
数
（
内
訳

、
担
当
句
数
、
押

）

）

韻
の
順
で
挙
げ
る
。

１

「
聯
句
附
」

．

（

）

（

、

、

、

、

五
言
古
詩

十
六
句

／
六
人

謝
少
卿

絳

堯
臣

維

衍
、
良
臣
）
／
３
・
２
・
２
…
２
・
２
・
３
／
下
平
十
陽
、

十
一
唐
（
同
用
）

２

「
希
深
洛
中
冬
夕
道
話
有
懷
善
慧
大
士
因
探
得
江
字
韻
聯
句
」

．
五
言
排
律
（
十
二
句
）
／
二
人
（
希
深
、
聖
兪
）
／
２
・
２

…
２
・
２
／
上
平
四
江

３

「
希
深
本
約
遊
西
溪
信
馬
不
覺
行
過
據
鞍
聯
句
」

．
五
言
律
詩
（
八
句
）
／
二
人
（
希
深
、
堯
臣
）
／
４
・
４
／

上
平
十
二
斉

４

「
同
希
深
馬
上
口
占
送
九
舅
入
京
城
親
聯
句
」

．
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五
言
律
詩
（
八
句
）
／
二
人
（
希
深
、
堯
臣
）
／
４
・
４
／

上
平
十
五
灰
、
十
六
咍
（
同
用
）

５

「
玉
麈
尾
寄
傅
尉
越
石
聯
句
」

．
五
言
古
詩
（
十
六
句
）
／
二
人
（
絳
、
堯
臣
）
／
８
・
８
／

上
平
二
十
文

６

「
風
瑟
聯
句
」

．
五
言
律
詩
（
八
句
）
／
二
人
（
希
深
、
聖
兪
）
／
４
・
４
／

上
平
一
東

７

「
冬
夕
會
飮
聯
句
」

．
五
言
古
詩

五
十
句

／
二
人

堯
臣

景
初

／
３
・
２
・

（

）

（

、

）

２
…
２
・
２
・
６
・
６
・
８
・
９
／
上
平
一
東
、
三
鍾
（
東

独
用
）

ま
ず
、
近
体
の
２
、
３
、
４
、
６
と
古
体
の
１
、
５
、
７
に
大

。

、

、

、

き
く
分
け
ら
れ
る

近
体
の
う
ち

２
は
十
二
句
の
排
律
型

３

４
、
６
は
律
詩
型
で
あ
る
。
古
体
の
う
ち
、
１
と
５
は
十
六
句
、

７
は
突
出
し
て
長
く
五
十
句
よ
り
成
る
。
ま
た
、
制
作
者
数
は
１

の
み
六
人
、
あ
と
は
い
ず
れ
も
二
人
で
あ
る
。
多
人
数
で
の
聯
句

制
作
は
古
く
よ
り
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
唐
代
に
も
二
人
に

よ
る
も
の
か
ら
二
十
人
以
上
が
参
加
す
る
も
の
ま
で
様
々
な
ケ
ー

ス
が
見
ら
れ
る
。
句
の
長
さ
と
い
う
点
で
は
、
五
十
句
を
遙
か
に

上
回
る
作
が
従
来
よ
り
何
首
も
作
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
人

だ
け
で
五
十
句
以
上
に
の
ぼ
る
長
篇
の
聯
句
を
作
っ
た
例
は
、
劉

禹
錫
と
白
居
易
、
韓
愈
と
孟
郊
と
い
う
、
聯
句
の
発
展
に
お
い
て

特
別
な
役
割
を
担
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
た
ち
の
作
に
限
ら
れ
る

。
こ
の
点
で
、
７
の
作
は
他
六
首
と
は
異
な
る
意
味
を
も
っ
て

［
３
］

い
る
よ
う
で
あ
る
。

続
い
て
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
冒
頭
で
も
少
し
触
れ
た
、
句
交

替
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
１
と
７
は
一
人
目
が
三
句
う
た
っ
て
受

け
渡
し
、
以
降
二
句
ず
つ
で
交
替
す
る
と
い
う
、
奇
数
句
交
替
の

形
式
で
あ
り
、
し
か
も
韓
愈
と
孟
郊
に
よ
っ
て
初
め
て
行
わ
れ
た

形
に
新
た
な
変
化
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
六
朝
聯
句
の
主
流
が
五

言
四
句
交
替
、
唐
代
最
も
一
般
的
で
あ
っ
た
の
が
五
言
二
句
交
替

で
、
五
言
四
句
交
替
も
二
句
交
替
に
次
い
で
多
数
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
残
る
五
首
の
う
ち
２
、
３
、
４
、
６
は
聯
句
の
最
も

一
般
的
な
形
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
５
は
八
句
ず
つ
で
交

替
し
て
い
る
が
、
変
則
的
な
交
替
を
す
る
も
の
を
除
く
と
、
唐
代

以
前
に
見
ら
れ
る
八
句
交
替
の
聯
句
は
北
周
・
庾
信
「
冬
狩
行
四

韻
連
句
應
詔
詩
」
の
み
の
よ
う
で
あ
る

。
作
例
は
あ
る
た
め
単

［
４
］

に
現
存
し
て
い
な
い
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
見
ら
れ
る

作
品
数
の
差
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
や
や
特
殊
な
作
り
方
と
言
え

そ
う
で
あ
る
。

三

内
容
お
よ
び
句
の
繋
げ
方

各
首
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、
形
式
か
ら
二
つ
に
分

け
る
こ
と
に
す
る
。
近
体
、
古
体
で
分
け
る
の
も
一
つ
の
方
法
だ

、

、

、

が

聯
句
の
句
繋
ぎ
に
と
っ
て
は

一
聯
を
一
人
で
担
当
す
る
か

二
人
で
半
分
ず
つ
作
る
か
と
い
う
違
い
の
方
が
よ
り
大
き
く
関
わ

っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
七
首
の

聯
句
を
、
偶
数
句
ま
で
を
作
っ
て
相
手
に
交
替
す
る
形
式
（
以
下
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偶
数
句
交
替
と
す
る
）
を
と
る
２
～
６
と
、
奇
数
句
ま
で
を
作
っ

て
相
手
に
交
替
す
る
形
式
（
以
下
奇
数
句
交
替
）
を
と
る
１
、
７

、

。

と
に
分
け

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
や
共
通
点
・
相
違
点
を
考
察
す
る

（
１
）
偶
数
句
交
替
の
聯
句

２

「
希
深
洛
中
冬
夕
道
話
有
懷
善
慧
大
士
因
探
得
江
字
韻
聯
句
」

．

（
希
深
、
聖
兪
）

３

「
希
深
本
約
遊
西
溪
信
馬
不
覺
行
過
據
鞍
聯
句

（
希
深
、
堯

．

」

臣
）

．「

」（

、

）

４

同
希
深
馬
上
口
占
送
九
舅
入
京
城
親
聯
句

希
深

堯
臣

５

「
玉
麈
尾
寄
傅
尉
越
石
聯
句

（
絳
、
堯
臣
）

．

」

６

「
風
瑟
聯
句

（
希
深
、
聖
兪
）

．

」

梅
堯
臣
と
謝
絳
の
二
人
に
よ
る
作
で
、
い
ず
れ
も
謝
絳
が
先
に

う
た
い
、
梅
堯
臣
が
そ
れ
に
続
け
る
と
い
う
形
を
と
る
。
２
「
希

深
洛
中
冬
夕
道
話
有
懷
善
慧
大
士
因
探
得
江
字
韻
聯
句
（
希
深

洛

中
に
て
冬
夕

道
話
し
て
善
慧
大
士
を
懷
ふ
有
り
、
因
り
て
探
り
て

お
も

江
字
の
韻
を
得
た
る
の
聯
句

」
は
、
謝
絳
と
洛
陽
に
て
冬
の
夜
に

）

、

、

（

）

仏
道
を
語
ら
い

梁
か
ら
陳
代
の
僧

傅
大
士

四
九
六-

五
六
九

の
こ
と
が
忍
ば
れ
た
の
で
作
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
句
交

替
で
一
人
六
回
ず
つ
、
計
十
二
句
を
う
た
う
。
仏
教
語
を
多
用
し

て
お
り
、
仏
教
と
の
関
わ
り
か
ら
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
今
回
は
詳
し
く
論
じ
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
３
、
４
、
６
は

律
詩
型
で
、
第
一
句
か
ら
平
仄
と
押
韻
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
遅
く
と
も
聯
句
を
開
始
し
た
時
点
で
詩
体
を
決
め
て
い

た
と
推
測
で
き
る
。
ま
ず
謝
絳
が
平
仄
を
守
り
つ
つ
第
一
・
二
・

四
句
で
押
韻
し
、
第
三
・
四
句
を
対
に
し
て
、
律
詩
の
半
分
ま
で

を
作
っ
た
状
態
で
梅
堯
臣
に
引
き
渡
す
。
梅
堯
臣
は
そ
れ
を
受
け

継
い
で
平
仄
、
押
韻
、
対
句
の
規
則
を
守
り
つ
つ
後
半
を
作
り
、

一
篇
と
し
て
ま
と
め
る
。
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。

３
梅
堯
臣
・
謝
絳
「
希
深
本
約
遊
西
溪
信
馬
不
覺
行
過
據
鞍

聯
句

（
希
深

本
西
溪
に
遊
ば
ん
と
約
す
も
、
馬
に
信
せ

」

も
と

ま
か

覺
え
ず
し
て
行
き
過
ぎ
鞍
に
據
る
の
聯
句
）

よ

１
有
意
訪
西
溪

意
有
り
て
西
溪
を
訪
れ

２
順
途
吟
思
迷

途
に

順

ひ
て
吟
思
迷
ふ

み
ち

し
た
が

３
及
茲
詢
野
老

茲
に
及
び
て
野
老
に
詢
へ
ば

こ
こ

と

４
已
恨
過
芳
蹊

已

だ
恨
む

芳
蹊
を
過
ぐ
る
を

｣

希
深

は
な
は

５
醉
客
但
多
興

醉
客
は
但
だ
興
多
く

６
幽
禽
空
自
啼

幽
禽
は
空
自
く
啼
く

む

な

し

７
無
由
駐
金
勒

金
勒
を
駐
む
る
に
由
無
く

と
ど

８
林
表
日
光
低

林
表
に
日
光
低
る

｣

堯
臣

た

謝
絳
と
洛
陽
の
龍
門
に
あ
る
西
渓
と
い
う
名
所
に
出
か
け
て
行

き
、
そ
こ
と
気
付
か
ぬ
ま
ま
通
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う

出
来
事
に
つ
い
て
二
人
で
聯
句
し
た
も
の
で
あ
る
。
謝
絳
は
、
主

題
で
あ
る
西
渓
の
「
溪
」
を
韻
字
と
し
て
第
一
句
の
末
に
配
し
、

名
所
を
通
過
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
付
く
所
ま
で
を
う
た
う
。

梅
堯
臣
は
、
第
二
句
で
「
詩
作
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
」
と
原
因
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が
述
べ
ら
れ
た
の
を
承
け
て
、
我
々
「
醉
客
」
も
山
中
で
ひ
っ
そ

り
鳴
く
「
幽
禽
」
も
、
自
ら
の
思
い
の
ま
ま
に
楽
し
ん
で
い
る
の

で
、
到
る
所
で
情
趣
を
か
き
立
て
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
仕
方
な
い

こ
と
だ
、
と
慰
め
る
。
馬
を
降
り
る
間
も
な
く
日
が
暮
れ
て
し
ま

っ
た
、
と
う
た
う
尾
聯
の
「
金
勒
」
は
、
も
と
金
の
お
も
が
い
の

意
味
で
、
こ
こ
で
は
騎
馬
の
美
称
と
し
て
使
わ
れ
る
。
目
上
で
あ

、

、

る
謝
絳
を
尊
重
し
な
が
ら

謝
絳
の
句
に
受
け
答
え
を
す
る
形
で

梅
堯
臣
の
句
が
作
ら
れ
て
い
る
。

４
梅
堯
臣
・
謝
絳
「
同
希
深
馬
上
口
占
送
九
舅
入
京
成
親
聯

句

（
希
深
と
同
に
馬
上
に
口
占
し
て
九
舅
の
京
に
入
り
て

」

と
も

親
を
成
せ
る
を
送
る
の
聯
句
）

１
之
子
洛
中
來

之
の
子

洛
中
に
來
た
り

２
芳
罇
喜
暫
開

芳
罇

喜
び
て

暫

く
開
く

し
ば
ら

３
人
誇
阿
連
少

人
は
阿
連
の
少
き
を
誇
る
も

わ
か

４
吾
愧
士
衡
才

吾
は
士
衡
の
才
に
愧
づ

｣

希
深

わ
れ

５
丹
闕
鳳
皇
去

丹
闕

鳳
皇
去
り
て

６
清
川
鴻
雁
迴

清
川

鴻
雁
迴
る

め
ぐ

７
都
門
春
色
美

都
門

春
色
美
し
く
も

８
相
送
思
悠
哉

相
送
り
て
思
ひ
悠
な
る
か
な

｣

堯
臣

梅
堯
臣
の
妻
謝
氏
お
よ
び
謝
絳
の
弟
で
あ
る
「
九
舅
」
が
、
洛

陽
で
婚
姻
を
す
ま
せ
て
帰
っ
て
行
く
時
、
馬
上
に
て
口
ず
さ
ん
だ

と
い
う
即
興
の
作
で
あ
る
。
謝
絳
が
ま
ず
、
弟
が
洛
陽
に
や
っ
て

。『

』

「

」

来
た
喜
び
を
う
た
う

詩
経

以
来
婚
姻
を
連
想
さ
せ
る

之
子

の
語
や

「
芳
罇
」
と
い
う
酒
樽
の
美
称
な
ど
、
め
で
た
い
場
面
に

、

。

、

ふ
さ
わ
し
い
表
現
を
用
い
て
い
る

対
と
な
る
第
三
・
四
句
で
は

弟
を
六
朝
宋
・
謝
霊
運
の
従
弟
謝
恵
連
に
擬
え
て
称
え
、
自
身
を

兄
弟
で
名
を
知
ら
れ
た
晋
の
陸
機
・
陸
雲
の
う
ち
兄
で
あ
る
陸
機

に
引
き
比
べ
て
卑
下
す
る
。

続
く
梅
堯
臣
は
、
洛
陽
か
ら
去
っ
て
ゆ
く
「
九
舅
」
に
対
す
る

別
れ
難
い
情
を
う
た
う
。
新
婚
夫
婦
を
「
鳳
皇
」
に
、
義
弟
「
九

舅
」
を
「
鴻
雁
」
に
擬
え
て
対
と
す
る
。
大
雁
を
兄
弟
に
喩
え
る

の
は

『
礼
記
』
王
制
に
「
父
之
齒
隨
行
、
兄
之
齒
鴈
行
、
朋
友
不

、

相
踰

（
父
の

齒

に
は
隨
行
し
、
兄
の

齒

に
は
鴈
行
し
、
朋
友
に

。

よ
は
ひ

よ
は
ひ

は
相
踰
え
ず

と
あ
る
の
に
基
づ
く

結
び
の

悠
哉

は

毛

。
）
」

。

「

」

『

こ

詩
』
周
南
「
關
雎
」
に
「
悠
哉
悠
哉
、
輾
轉
反
側
（
悠
な
る
哉

悠

な
る
哉
、
輾
轉
反
側
す

」
と
あ
る
よ
う
に
、
古
く
よ
り
会
え
な
い

）

人
を
思
う
場
面
に
用
い
ら
れ
る
。
格
式
の
あ
る
美
し
い
語
で
、
や

は
り
慶
事
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
が
作
ら
れ
て
い
る
。
謝
絳
が
詩

題
の
う
ち
「
成
親
」
を
中
心
に
う
た
っ
た
の
に
対
し
、
梅
堯
臣
が

残
る
「
送
別
」
を
担
当
す
る
と
い
う
形
で
一
篇
に
ま
と
め
た
の
で

あ
る
。
謝
絳
が
第
四
句
で
一
人
称
「
吾
」
を
用
い
、
自
分
の
視
点

か
ら
句
を
作
る
の
に
対
し
、
梅
堯
臣
は
個
人
の
立
場
を
前
面
に
押

し
出
し
て
は
お
ら
ず
、
謝
絳
が
主
体
と
な
っ
て
聯
句
を
行
っ
て
い

る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

２
～
４
の
三
首
は
、
謝
絳
と
の
間
で
起
き
た
出
来
事
を
主
題
と

す
る
が
、
５
「
玉
麈
尾
寄
傅
尉
越
石
聯
句
」
と
６
「
風
瑟
聯
句
」

は
、
詠
物
に
類
す
る
作
で
あ
る
。
先
に
３
、
４
と
全
く
同
じ
形
式

を
も
つ
６
の
作
を
見
て
み
よ
う
。
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６
梅
堯
臣
・
謝
絳
「
風
瑟
聯
句
」

１
竅
竹
漏
天
風

竹
を
竅
ち
て
天
風
を
漏
ら
し

２
張
絃
擬
嶧
桐

絃
を
張
り
て
嶧
桐
に

擬

ふ

な
ぞ
ら

３
佳
名
從
此
得

佳
名

此
從
り
得

よ

４
妙
響
未
曾
窮

妙
響

未
だ
曾
て
窮
ま
ら
ず

｣

希
深

５
夜
靜
危
臺
上

夜
靜
か
な
り

危
臺
の
上

６
人
閑
皎
月
中

人
閑
か
な
り

皎
月
の
中

し
づ

７
依
依
聽
不
足

依
依
と
し
て
聽
き
足
ら
ず

８
秋
露
滿
蘭
叢

秋
露

蘭
叢
に
滿
つ

｣

聖
兪

「
風
瑟
」
は
、
瑟
（
お
お
ご
と
）
の
よ
う
な
形
で
、
ひ
さ
し
の

下
な
ど
に
掛
け
て
お
き
、
風
に
よ
っ
て
弦
が
音
を
立
て
る
も
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
前
半
で
謝
絳
は
「
風
瑟
」
の
さ
ま
と
そ
の
素
晴
ら

、

「

」

、

し
さ
を
直
接
う
た
い

梅
堯
臣
は
第
四
句
の

妙
響

を
承
け
て

後
半
で
「
風
瑟
」
か
ら
発
せ
ら
れ
る
音
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

音
自
体
を
全
く
描
か
ず
、
音
が
響
く
空
間
の
静
け
さ
や
聞
く
者
の

心
境
に
よ
っ
て
音
を
表
し
た
点
に
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
用
語
に
つ

い
て
は

「
天
風

「
皎
月

「
依
依

「
秋
露

「
蘭
叢
」
な
ど
、

、

」

」

」

」

古
く
よ
り
詩
に
見
ら
れ
る
語
・
描
か
れ
る
題
材
が
前
半
後
半
と
も

に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
第
二
句
の
「
嶧

」

、『

』

「
〔

〕

桐

は
琴
や
瑟
の
良
材
と
な
る
桐
で

尚
書

禹
貢
に

徐
州

厥
貢
惟
土
五
色

羽
畎
夏
翟

嶧
陽
孤
桐

徐
州

厥
の
貢
は
惟

。

、

。（
〔

〕
そ

こ

れ
土
五
色
な
り
。
羽

畎

の
夏
翟
、
嶧
陽
の
孤
桐
な
り

」
と
見

。
）

く
ゑ
ん

て
き

ら
れ
る
語
で
あ
る
。

５
は
、
八
句
交
替
と
い
う
点
が
少
し
特
殊
と
思
わ
れ
る
作
で
あ

る
。
玉
麈
尾
は
、
大
鹿
の
尾
で
作
ら
れ
た
玉
製
の
柄
の
払
子
で
、

し
ゆ

ほ

つ

す

談
話
の
と
き
に
手
に
持
つ
も
の
。
傅
越
石
と
い
う
人
物
に
送
っ
た

手
紙
に
添
え
た
詩
で
あ
る
た
め
、
玉
麈
尾
を
詠
じ
つ
つ
傅
越
石
の

優
れ
た
話
術
や
人
柄
を
賞
賛
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

５
梅
堯
臣
・
謝
絳
「
玉
麈
尾
寄
傅
尉
越
石
聯
句

（
玉
麈
尾

」

傅
尉
越
石
に
寄
す
る
の
聯
句
）

１
齋
中
獨
何
物

齋
中

獨
り
何
物
か

２
持
之
想
見
君

之
を
持
て
ば
君
を
想
ひ
見
る

３
惟
茲
玉
麈
尾

惟
れ
茲
の
玉
麈
尾

こ

こ

４
信
美
而
有
文

信

に
美
し
く
而
し
て
文
有
り

ま
こ
と

５
夫
子
善
談
道

夫
子

善
く
道
を
談
り

か
た

６
亹
亹
詞
如
雲

亹
亹
と
し
て

詞

雲
の
如
し

び

び

こ
と
ば

７
在
握
昔
同
色

握
に
在
り
て
昔

色
を
同
じ
く
し

８
傾
坐
今
離
羣

坐
を
傾
け
て
今
も
羣
を
離
る

｣

絳

９
况
託
懷
袖
好

况
ん
や
懷
袖
の
好
き
に
託
れ
ば

よ

よ

曾
親
蕙
蘭
薰

曾
ぞ
蕙
蘭
の

薰

に
親
し
ま
ん

な
ん

か
を
り

10
嘗
許
助
閑
放

嘗
て
は
閑
放
を
助
く
る
を
許
さ
れ

11
於
焉
探
典
墳

焉
に
於
い
て
典
墳
を
探
れ
り

こ
こ

12
既
乃
阻
清
燕

既
に
乃
ち
清
燕
を
阻
ま
れ

13
復
屈
驅
虻
蚊

復
た
屈
し
て
虻
蚊
を
驅
る

14
自
殊
白
團
扇

自

ら
白
團
扇
と
殊
な
れ
ば

お
の
づ
か

15
未
畏
秋
葉
紛

未
だ
秋
葉
の
紛
た
る
を
畏
れ
ず

｣

堯
臣

16
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謝
絳
は
冒
頭
四
句
で
玉
麈
尾
を
詠
じ
、
次
の
四
句
で
傅
越
石
の

話
術
を
褒
め
称
え
る
。
第
七
句
は
『
晋
書
』
王
衍
伝
に
「
衍
既
有

盛
才
美
貌
、
明
悟
若
神
、
常
自
比
子
貢
。
兼
聲
名
藉
甚
、
傾
動
當

。

、

。

、

。

世

妙
善
玄
言

唯
談
老
荘
爲
事

每
捉
玉
柄
麈
尾

與
手
同
色

（
衍
既
に
盛
才

美
貌
有
り
、
明
悟
な
る
こ
と
神
の
若
く
、
常
に
自

ら
子
貢
に
比
ぶ
。
兼
ね
て
聲
名

藉
甚
に
し
て
、
當
世
を
傾
動
す
。

く
ら

妙
善
た
る
玄
言
も
て
、
唯
だ
老
荘
を
談
る
を
事
と
爲
す
。
每
に
玉

か
た

つ
ね

柄
の
麈
尾
を
捉
れ
ば
、
手
と
色
を
同
じ
く
す

」
と
あ
る
の
に
基

。
）

と

、

。

づ
き

か
つ
て
傅
越
石
が
玉
麈
尾
を
持
っ
て
い
た
姿
を
追
憶
す
る

第
八
句
で
は
、
そ
の
話
ぶ
り
は
今
で
も
群
を
抜
き
、
聴
衆
を
惹
き

付
け
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
、
と
相
手
に
思
い
を
馳
せ
る
。

後
半
は
傅
越
石
を
玉
麈
尾
に
擬
え
、
第
九
～
十
二
句
で
か
つ
て

天
子
の
側
に
仕
え
て
い
た
頃
の
栄
光
を
、
第
十
三
・
十
四
句
で
左

遷
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
を
う
た
う
。
結
び
の
二
句
で
は
漢
・
班
婕

妤
「
怨
歌
行
」
を
用
い
、
玉
麈
尾
で
あ
る
あ
な
た
は
、
か
の
白
団

扇
の
よ
う
に
寵
愛
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
と

慰
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。
第
九
句
で
「
懷
袖
」
と
い
う
語
を

「
怨
歌
行
」
か
ら
引
い
た
の
が
、
結
び
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。
玉

麈
尾
と
白
団
扇
の
対
比
と
い
う
、
機
知
に
富
ん
だ
表
現
で
あ
る
。

こ
の
作
は
一
人
の
担
当
句
数
が
八
句
と
長
い
が
、
句
の
繋
げ
方

、

、

を
見
る
と

独
立
し
た
律
詩
の
唱
和
の
よ
う
に
は
な
っ
て
お
ら
ず

や
は
り
二
人
で
一
篇
を
作
ろ
う
と
す
る
意
識
が
窺
え
る
。
謝
絳
は

回
想
か
ら
「
今
」
に
及
ん
だ
所
で
梅
堯
臣
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
お

り
、
前
半
だ
け
で
完
結
す
る
よ
う
に
は
作
っ
て
い
な
い
し
、
梅
堯

臣
は
後
半
を
「
况
」
と
い
う
、
直
前
の
内
容
を
踏
ま
え
て
更
に
進

ん
だ
状
態
を
表
す
虚
詞
か
ら
始
め
て
い
る
。
律
詩
型
の
聯
句
と
異

な
る
の
は
、
平
仄
や
対
を
整
え
る
必
要
が
な
い
点
で
、
実
際
前
半

は
第
六
・
七
句
以
外
み
な
対
を
な
さ
な
い
。
そ
の
う
え
、
か
な
り

散
文
的
な
表
現
を
多
用
し
て
い
る

例
え
ば
２

之

や

３

惟

。

「

」

、

「

茲

、
４
「
而
」
な
ど
の
省
略
可
能
な
虚
詞
が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
半

」
に
も
、
９
「
况

、

「
曾

、

「
嘗

、

「
於
焉

、

「
既

」

」

」

」

10

11

12

13

乃

、

「
復
」
な
ど
、
虚
詞
が
大
量
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
作
に
特

」

14

徴
的
な
点
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
前
半
が
多
く
散
句
で
あ

る
点
は
後
半
に
引
き
継
が
れ
ず
、
第
九
句
以
降
は
全
て
の
聯
が
ほ

。

、「

」

ぼ
対
と
い
え
る
形
を
と
る

し
か
も
梅
堯
臣
の
句
に
は

怨
歌
行

の
他
に
『
楚
辞

「
離
騒
」
に
「
余
既
滋
蘭
之
九
畹
兮
、
又
樹
蕙
之

』

百
畝
（
余
既
に
蘭
を
滋
ゑ
た
る
の
九
畹
あ
り
、
又
た
蕙
を
樹
ゑ
た

わ
れ

う

ゑ
ん

う

る
の
百
畝
あ
り

」
と
う
た
わ
れ
る
「
蕙
蘭
」
や
、
古
く
『
春
秋
左

）

』

「

」

「

」

氏
伝

な
ど
に
記
載
の
あ
る

三
墳
五
典

を
短
縮
し
た

典
墳

な
ど
、
古
雅
な
語
が
用
い
ら
れ
る
。
う
た
う
内
容
も
関
係
し
て
は

い
る
だ
ろ
う
が
、
二
人
の
作
り
方
に
少
し
差
が
あ
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
こ
の
点
も
、
右
に
見
て
き
た
作
に
相
違
す
る
。
ち
な
み

に
八
句
交
替
と
い
う
形
式
は
、
欧
陽
脩
ら
の
聯
句
に
も
確
認
で
き

る
。
手
紙
代
わ
り
に
聯
句
を
寄
せ
る
こ
と
も
含
め
て
、
こ
の
作
が

中
国
の
聯
句
作
品
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の

か
、
改
め
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
２
～
６
の
聯
句
は
、

謝
絳
と
の
出
来
事
を
主
題
と
す
る
も
の
と
、
詠
物
に
類
す
る
も
の

と
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
謝
絳
が
先
行
し
て
句
を
作
っ
て
い
る
。
梅

堯
臣
は
多
く
の
場
合
、
内
容
お
よ
び
用
い
る
語
句
の
調
子
を
合
わ

- 45 -

、

。

、

せ

目
上
で
あ
る
謝
絳
を
立
て
な
が
ら
句
を
繋
げ
て
い
る

ま
た

典
故
の
あ
る
表
現
や
、
伝
統
的
に
詩
に
見
ら
れ
る
語
が
比
較
的
頻

繁
に
使
わ
れ
る
。
た
だ
し
５
の
作
で
は
、
散
文
的
な
表
現
が
繰
り

返
さ
れ
る
ほ
か
、
謝
絳
と
梅
堯
臣
の
作
り
方
に
差
が
読
み
取
れ
る

な
ど
、
他
の
作
と
は
異
な
る
点
が
あ
る
。

（
２
）
奇
数
句
交
替
の
聯
句

１

「
聯
句
附

（
謝
少
卿
、
絳
、
堯
臣
、
維
、
衍
、
良
臣
）

．

」

７

「
冬
夕
會
飮
聯
句

（
堯
臣
、
景
初
）

．

」

続
い
て
、
奇
数
句
交
替
の
ス
タ
イ
ル
を
と
る
１
と
７
の
聯
句
を

見
て
い
き
た
い
。
１
の
方
は
題
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二
首

と
も
自
分
た
ち
の
交
遊
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

１
梅
堯
臣
・
謝
絳
ほ
か
「
聯
句
附
」

１
古
木
含
清
吹

古
木

清
吹
を
含
み

２
池
上
增
晚
涼

池
上

晚
涼
を
增
す

３
余
懷
本
達
曠

余
が
懷
ひ
本
よ
り
達
曠
な
れ
ば

｣

謝
少
卿

わ

お
も

４
聯
此
傲
羲
皇

此
に
聯
ね
て
羲
皇
を

傲

ら
ん

あ
な
ど

５
孤
鷗
可
以
狎

孤
鷗
は
以
て
狎
る
る
べ
く

｣

絳

マ
マ
※

な

６
幽
岸
足
以
觴

幽
岸
は
以
て

觴

す
る
に
足
る

さ
か
づ
き

７
幸
有
彭
澤
酒

幸
ひ
に
彭
澤
の
酒
有
れ
ば

｣

堯
臣

８
便
同
永
嘉
堂

便
ち
永
嘉
の
堂
に
同
じ

９
潘
生
起
爲
壽

潘
生
は
起
ち
て
壽
を
爲
し

｣

維

た

王
子
齊
陳
章

王
子
は
齊
し
く
章
を
陳
ぬ

ひ
と

つ
ら

10
林
端
見
新
月

林
端
に
新
月
を
見

｣

衍

11
草
際
聞
寒
螿

草
際
に
寒

螿

を
聞
く

し
や
う

12
照
水
螢
影
亂

水
を
照
ら
し
て
螢
影
亂
れ

｣

良
臣

13
拂
筵
蓼
花
香

筵

を
拂
ひ
て
蓼
花
香
る

む
し
ろ

れ
う

14
徘
徊
戀
嘉
境

徘
徊
し
て
嘉
境
を
戀
へ
ば

15
坐
使
歸
興
忘

坐
ろ
に
歸
興
を
忘
れ
し
む

｣

少
卿

す
ず

16
※
「
可
以

、
四
部
叢
刊
本
は
「
可
與
」
に
作
る
が

『
編
年
校
注
』
に
は
指
摘
が

」

、

な
い
。

謝
少
卿
が
こ
の
聯
句
を
主
宰
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
冒
頭
三
句
と

末
尾
の
三
句
を
彼
が
担
当
し
、
間
の
十
句
を
五
人
が
二
句
ず
つ
担

当
す
る
。
先
行
研
究
に
言
及
さ
れ
る
通
り
、
第
一
・
二
句
は
対
を

な
す
が
、
第
三
・
四
句
は
対
を
な
さ
な
い
。
奇
数
句
で
交
替
す
る

ス
タ
イ
ル
は
、
前
句
を
承
け
て
い
か
に
対
を
構
成
す
る
か
に
重
点

が
あ
る
は
ず
だ
が
、
謝
絳
は
こ
の
条
件
を
無
視
し
て
句
を
繋
い
で

い
る
。
で
は
、
第
四
句
で
謝
絳
は
何
を
意
図
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
聯
此
」
の
語
で
、
聯
句
の
制
作
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
を

う
た
い
込
む
。
続
く
「
傲
羲
皇
」
は
、
晋
・
陶
淵
明
「
與
子
儼
等

疏
」
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る

「
常
言
五
六
月
中
、
北
窗
下
臥
、
遇

。

涼
風
暫
至
、
自
謂
是
羲
皇
上
人

（
常
て
言
ふ

五
六
月
中
、
北
窗

。
か
つ

の
下
に
臥
し
、
涼
風
の

暫

く
至
れ
る
に
遇
へ
ば
、
自
ら
謂
へ
ら
く

し
ば
ら

お
も

是
れ
羲
皇
上
人
か
と

」
と
、
涼
風
の
吹
く
窓
辺
で
、
羲
皇
上
人

。
）

す
な
わ
ち
伏
羲
氏
以
前
の
太
古
の
人
の
よ
う
に
、
世
事
を
忘
れ
た

自
適
を
得
ら
れ
る
と
い
う
。
謝
絳
は
、
第
一
～
三
句
で
謝
少
卿
が
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う
た
っ
た
清
涼
な
風
景
と
広
々
と
し
た
心
境
か
ら
こ
の
典
故
を
導

き

「
太
古
の
人
々
と
同
じ
だ
」
と
述
べ
る
陶
淵
明
の
境
地
を
聯
句

、
に
よ
っ
て
凌
ご
う
で
は
な
い
か
、
と
聯
句
の
方
向
性
を
定
め
て
い

る
。
実
質
的
に
謝
絳
こ
そ
が
聯
句
を
主
導
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
を
承
け
て
第
五
句
以
降
は
、
謝
少
卿
が
第
十
五
句
で
「
嘉

境
」
と
ま
と
め
て
み
せ
る
境
地
を
、
各
自
が
思
い
思
い
の
方
法
で

う
た
っ
て
い
く
。
第
五
句
か
ら
第
十
句
ま
で
は
、
出
典
の
あ
る
表

現
で
あ
る
。
謝
絳
の
第
五
句
は
、
梁
・
江
淹
「
雜
體
詩
三
十
首

張

廷
尉
（
雜
述
）

綽

（

文
選
』
巻
三
十
一
）
に
ほ
ぼ
同
じ
表
現

」
『

が
見
ら
れ

「
物
我
倶
忘
懷
、
可
以
狎
鷗
鳥
（
物
我

倶
に
懷
ひ
を

、

と
も

お
も

忘
る
れ
ば
、
以
て
鷗
鳥
と
狎
る
べ
し

」
と
あ
る
。
基
づ
く
の
は
、

）

な

そ
の
李
善
注
に
引
く
『
荘
子

（
佚
文
。
今
『
列
子
』
黄
帝
篇
に
見

』

え
る
）
の
「
海
上
有
人
好
鷗
鳥
者
、
旦
而
之
海
上
、
從
鷗
鳥
游
、

鷗
鳥
至
者
百
數
。
其
父
曰

『
吾
聞
鷗
從
汝
遊
、
試
取
來
、
吾
從
玩

、

之

。
曰

『
諾

。
明
旦
之
海
上
、
鷗
鳥
舞
而
不
下

（
海
上
に
人

』

、

』

。

の
鷗
鳥
を
好
む
者
有
り
、

旦

に
し
て
海
上
に
之
き
、
鷗
鳥
に
從
ひ

あ
し
た

ゆ

て
游
べ
ば
、
鷗
鳥
の
至
る
者

百
數
。
其
の
父
曰
く

『
吾
聞
く

鷗

、
わ
れ

汝

に
從
ひ
て
遊
ぶ
と
、
試
み
に
取
り
來
た
れ
、
吾
從
ひ
て
之
を

な
ん
ぢ

玩

ば
ん
』
と
。
曰
く

『
諾
』
と
。
明
旦

海
上
に
之
く
に
、
鷗

、

も
て
あ
そ

ゆ

鳥
舞
ひ
て
下
ら
ず

」
と
い
う
故
事
に
拠
る
。
謝
絳
は
自
分
た
ち

。
）

の
心
が
何
の
た
く
ら
み
も
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
を
う
た
い
、
陶

。

、「

」

淵
明
に
対
抗
し
た
の
で
あ
る

こ
れ
を
承
け
た
梅
堯
臣
は

孤
鷗

か
ら
「
幽
岸
」
を
導
き
、
語
の
性
質
を
そ
ろ
え
て
対
を
作
っ
て
い

る
。
こ
の
第
六
句
が
基
づ
く
の
は
、
恐
ら
く
晋
・
王
羲
之
の
蘭
亭

に
お
け
る
宴
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
が
風
雅
な
楽
し
み
を
分
か
ち
合

う
の
に
も
っ
て
こ
い
の
環
境
で
あ
る
こ
と
を
う
た
う
。
第
七
・
八

句
の
「
彭
澤
」
と
「
永
嘉
」
は
、
陶
淵
明
と
謝
霊
運
を
指
す
。
陶

淵
明
の
「
五
柳
先
生
伝
」
に
は
「
性
嗜
酒
、
而
家
貧
不
能
恒
得
。

親
舊
知
其
如
此
、
或
置
酒
招
之
、
造
飮
必
盡
、
期
在
必
醉
。
既
醉

而
退
、
曾
不
吝
情

（
性

酒
を

嗜

む
も
、
家
貧
し
く
し
て
恒
に
は

。

た
し
な

つ
ね

得
る
能
は
ず
。
親
舊

其
の
此
の
如
き
を
知
り
、
或
い
は
酒
を
置
き

て
之
を
招
き
、
造
り
て
飮
め
ば
必
ず
盡
く
し
、
期
は
必
ず
醉
ふ
に

い
た

。

、

。
）
」

、

在
り

既
に
醉
ひ
て
退
き

曾
て
情
を

吝

に
せ
ず

と
あ
り

や
ぶ
さ
か

梅
堯
臣
は
、
自
分
た
ち
が
世
事
に
囚
わ
れ
な
い
態
度
で
存
分
に
飲

ん
で
い
る
こ
と
を
表
現
す
る
。
第
七
句
に
「
彭
澤
酒
」
の
語
を
置

い
た
梅
堯
臣
は
、
第
八
句
で
「
維
」
が
ど
の
よ
う
な
語
を
配
し
て

対
を
作
る
か
を
楽
し
ん
だ
こ
と
だ
ろ
う

「
永
嘉
堂
」
は
、
謝
霊
運

。

が
永
嘉
郡
（
浙
江
省
温
州
市
）
の
太
守
だ
っ
た
と
き
の
作
「
晩
出

西
射
堂

（

文
選
』
巻
二
十
二
）
の
射
堂
を
い
う
。
夕
暮
れ
の
山

」
『

々
を
見
て
、
秋
の
愁
い
を
う
た
っ
た
詩
で

「
維
」
は
自
分
た
ち
の

、

宴
席
も
そ
れ
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
風
情
が
あ
る
と
す
る
。

「
潘
生
」
は
晋
・
潘
岳
の
こ
と
で

「
閑
居
賦

（

文
選
』
巻

、

」
『

十
六
）
に
「
稱
萬
壽
以
獻
觴
、
咸
一
懼
而
一
喜

（
萬
壽
を
稱
へ
て

。

た
た

以
て

觴

を
獻
め
、
咸

一
は
懼
れ
て
一
は
喜
ぶ

」
と
あ
り
、

。
）

さ
か
づ
き

す
す

み
な

お
そ

世
事
を
離
れ
静
か
に
暮
ら
し
、
家
族
と
と
も
に
母
の
長
寿
を
祝
う

場
面
が
描
か
れ
る
の
に
基
づ
く

「
王
子
」
は
普
通
、
王
子
喬
を
指

。

す
が
、
こ
こ
で
は
先
ほ
ど
曲
水
の
宴
に
擬
え
た
の
を
承
け
、
王
羲

之
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
典
故
表
現
が
連
鎖
の
よ

う
な
形
で
用
い
ら
れ
て
い
る

「
陳
章
」
は
少
な
く
と
も
宋
ま
で
の

。

詩
に
は
用
例
が
見
ら
れ
な
い
が
、
押
韻
の
た
め
「
章
」
を
用
い
、
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詩
句
を
表
し
た
の
だ
ろ
う

「
衍
」
は
、
自
分
た
ち
が
聯
句
を
連
ね

。

る
様
子
を
王
羲
之
ら
に
擬
え
る
こ
と
で
、
指
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
の

通
り
宴
の
風
雅
な
様
子
を
う
た
う
。
同
時
に
、
第
三
句
と
同
様
、

聯
句
を
作
る
こ
と
そ
の
も
の
を
う
た
い
込
み
、
一
旦
区
切
り
を
付

け
る
。
そ
し
て
、
こ
の
句
で
典
故
を
用
い
た
描
写
が
終
わ
り
、
第

十
一
句
か
ら
は
自
然
描
写
が
始
ま
る
。
以
下
四
句
で
も
、
や
は
り

対
と
な
る
語
の
性
質
が
事
細
か
に
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
る
。

末
尾
の
二
句
は
、
対
が
作
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
の
場
合
は
一

人
で
句
を
繋
い
で
い
る
の
で
、
奇
数
句
交
替
の
形
式
で
あ
る
こ
と

と
は
矛
盾
し
な
い
。
内
容
は
、
全
体
の
ま
と
め
に
あ
た
る
。
謝
少

卿
は
こ
の
素
晴
ら
し
い
場
か
ら
離
れ
が
た
く
、
故
郷
に
帰
り
た
い

気
持
ち
も
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
い
、
第
三
句
に
「
余
懷
」
と
言
っ

た
の
に
次
い
で
、
再
び
自
身
の
個
人
的
な
心
情
を
う
た
う
。

以
上
の
よ
う
に
読
ん
で
い
く
と
、
各
々
の
立
ち
位
置
や
聯
句
制

作
の
態
度
が
見
え
て
く
る
。
最
後
の
表
現
か
ら
、
謝
少
卿
は
故
郷

か
ら
謝
絳
ら
の
い
る
地
、
恐
ら
く
洛
陽
へ
一
時
的
に
や
っ
て
来
た

。

、

人
物
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

こ
の
会
に
お
け
る
主
賓
と
し
て

特
別
に
二
回
、
計
六
句
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。
他
の
人
物
は
、

み
な
調
子
を
そ
ろ
え
つ
つ
一
度
の
み
参
加
す
る
。
そ
の
う
ち
謝
絳

は
、
聯
句
の
舵
取
り
的
な
役
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
状
況
か
ら
、

謝
絳
を
中
心
と
す
る
関
係
者
が
、
謝
少
卿
を
歓
迎
す
る
宴
に
お
い

て
、
記
念
と
し
て
こ
の
聯
句
を
作
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
で

き
る
。

陶
淵
明
の
境
地
を
表
現
し
よ
う
と
い
う
謝
絳
の
設
定
に
、
梅
堯

臣
と
「
維
」
は
六
朝
人
の
典
故
に
よ
っ
て
応
じ
た

「
衍
」
が
方
向

。

を
転
換
し
、
自
然
描
写
に
よ
っ
て
応
じ
た
わ
け
で
あ
る
。
謝
少
卿

の
第
三
句
「
達
曠
」
と
第
十
五
句
「
嘉
境
」
は
、
ほ
と
ん
ど
用
例

の
見
ら
れ
な
い
語
で
あ
る
。
双
声
の
「
嘉
境
」
は
と
も
か
く

「
達

、

曠
」
の
語
を
選
択
し
た
意
図
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
作
は
二

、

「

」

箇
所
に
文
字
の
異
同
が
あ
る
た
め

一
般
に
使
わ
れ
る

曠
達

［

］
５

の
転
倒
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
字
音
に
着
目
す
る
と
、

「
曠
」
は
去
声
だ
が
、
下
平
十
陽
韻
と
相
配
の
関
係
に
あ
る
。
あ

る
い
は
謝
少
卿
と
し
て
は
、
第
一
・
二
句
は
前
置
き
で
、
第
三
句

か
ら
本
格
的
に
聯
句
を
始
め
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

最
後
に
、
７
の
聯
句
を
見
て
み
た
い
。
第
一
節
で
検
討
し
た
よ

う
に
、
恐
ら
く
１
～
６
の
聯
句
を
作
っ
て
か
ら
十
年
余
り
を
経
た

慶
暦
四
年
、
梅
堯
臣
四
十
三
歳
、
謝
景
初
二
十
五
歳
の
冬
の
作
で

あ
る
。
全
て
奇
数
句
に
お
い
て
交
替
す
る
が
、
第
二
十
二
句
ま
で

、

、

、

、

は
二
句
交
替
が
続
き

第
二
十
三
句
以
降
は
六
句

六
句

八
句

九
句
で
交
替
す
る
。
前
半
は
相
手
の
句
に
対
を
作
る
こ
と
を
繰
り

返
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く
が
、
後
半
は
担
当
を
交
替
す
る
部
分
の

み
相
手
の
句
に
対
を
作
り
、
そ
れ
以
外
は
一
人
で
数
聯
を
作
る
こ

と
に
な
る
。
句
の
繋
げ
方
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
以
下
二
つ
に

分
け
て
見
て
い
き
た
い
。

７
梅
堯
臣
・
謝
景
初
「
冬
夕
會
飮
聯
句
」

１
與
君
數
夜
飮

君
と
數
し
ば
夜
飮
し

２
唯
恐
酒
盞
空

唯
だ
恐
る

酒
盞
の
空
し
き
を

さ
ん
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３
今
我
苦
欲
淺

今

我

淺
か
ら
ん
と
欲
す
る
を
苦
し
む
は

｣

堯
臣

４
語
志
難
此
同

志
を
語
り
て
此
を
同
に
す
る
こ
と
難
け
れ

と
も

か
た

ば
な
り

５
陳
編
侑
歡
適

陳
編
は
歡
適
を
侑
め

｣

景
初

す
す

６
間
謔
何
魁
雄

間
謔
は
何
ぞ
魁
雄
な
ら
ん

７
婢
子
寒
且
倦

婢
子
は
寒
く
且
つ
倦
む
も

｣
堯
臣

う

８
主
人
哦
不
窮

主
人
は
哦
ひ
て
窮
ま
ら
ず

う
た

９
燈
青
屢
結
花

燈
青
く
し
て
屢
し
ば
花
を
結
び

｣

景
初

煎
響
時
鳴
蟲

煎
響

時
に
鳴
蟲
の
ご
と
し

10
穴
鼠
暗
出
沒

穴
鼠
は
暗
に
出
沒
し

｣

堯
臣

11
風
雁
高
雍
容

風
雁
は
高
く
雍
容
た
り

12
冰
霜
覆
瓦
屋

冰
霜

瓦
屋
を
覆
ひ

｣

景
初

お
ほ

13
貂
狐
輸
貴
翁

貂
狐

貴
翁
に
輸
ら
る

て
う

お
く

14
孤
床
乏
暖
質

孤
床
に
暖
質
乏
し
く

｣

堯
臣

15
苦
語
有
淡
工

苦
語
に
淡
工
有
り

16
咀
嚼
患
■
小

咀
嚼
し
て
■
の
小
さ
き
を
患
へ

｣

景
初

（

１

）

し
や

う
れ

17
煨
炮
驚
殻
紅

煨
炮
し
て
驚
殻

紅
し

わ
い
は
う

あ
か

18
落
蟾
斜
入
竅

落
蟾

斜
め
に
し
て
竅
に
入
り

｣

堯
臣

あ
な

19
遠
漏
微
遞
風

遠
漏

微
か
に
風
に
遞
へ
ら
る

わ
づ

つ
た

20
醉
心
欺
睡
魄

醉
心

睡
魄
を

欺

き

｣

景
初

あ
ざ
む

21
細
書
刺
昏
瞳

細
書

昏
瞳
を
刺
す

22
（
１
）
■
＝
炙[

火
＝
肉]

ま
ず
、
梅
堯
臣
が
先
行
し
、
連
続
で
三
句
う
た
う
。
今
日
は
あ

ま
り
酔
え
な
い
と
す
る
第
三
句
を
承
け
て
、
謝
景
初
は
第
四
句
に

そ
の
理
由
を
続
け
る
。
第
一
・
二
句
は
対
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
第

三
・
四
句
も
対
と
は
言
え
な
い
が

「
苦
」
と
「
難
」
と
い
う
類
義

、

の
語
を
対
応
さ
せ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は

「
古
詩
十
九
首
」
其
の

、

四
（

文
選
』
巻
二
十
九
）
に
「
今
日
良
宴
會
、
歡
樂
難
具
陳
。
…

『

…
人
生
寄
一
世

奄
忽
若
飇
塵

…
…

今
日

良
宴
會

歡
樂

具

、

。

（

、

つ
ぶ
さ

に
陳
べ
難
し

…
…
人
生

一
世
に
寄
り

奄
忽
た
る
こ
と
飇
塵
の
若

。

、

へ
う

ご
と

し
。
…
…

」
と
う
た
う
の
を
下
敷
き
と
し
て

「
短
い
人
生
の
う

）

、

ち
の
得
が
た
い
ひ
と
と
き
で
あ
る
今
夜
の
宴
」
が
テ
ー
マ
に
掲
げ

ら
れ
る
。

以
降
、
だ
い
た
い
八
句
ず
つ
で
場
面
が
転
換
す
る
。
第
五
～
八

句
で
は
宴
席
の
様
子
が
、
続
く
第
九
～
十
六
句
で
は
冬
の
夜
の
情

、

。

景
が

第
十
七
～
二
十
二
句
で
は
再
び
宴
席
の
様
子
が
描
か
れ
る

ち
な
み
に
、
各
場
面
の
末
尾
に
は
、
自
分
た
ち
の
詩
作
に
言
及
す

る
句
が
き
て
お
り
、
転
換
点
の
目
印
に
な
っ
て
い
る
。
第
五
句
以

降
は
、
対
と
な
る
語
の
性
質
が
か
な
り
厳
密
に
そ
ろ
え
て
あ
り
、

１
の
作
と
同
様
の
繋
げ
方
で
あ
る
。
た
だ
、
一
人
一
度
き
り
の
担

当
で
あ
る
１
の
場
合
と
比
べ
、
短
い
間
隔
で
繰
り
返
し
対
を
作
る

と
な
る
と
、
一
人
ひ
と
り
の
負
担
は
か
な
り
大
き
く
な
る
は
ず
だ

が
、
気
心
の
知
れ
た
者
同
士
、
の
び
や
か
な
気
分
で
句
を
繋
ぐ
こ

と
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
二
人
は
相
手
の
作
っ
た

前
句
を
承
け
て
、
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
た
事
物
の
性
質
か
ら
使
え

、

。

そ
う
な
も
の
を
選
び
出
し

関
連
す
る
言
葉
を
探
し
て
対
を
作
る
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第
九
句
か
ら
の
数
聯
を
例
に
、
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
謝
景

、

「

」

。

初
は

灯
火
を
う
た
う
の
に

花

に
よ
る
比
喩
表
現
を
用
い
た

続
く
梅
堯
臣
は
、
対
と
な
る
句
末
で
何
ら
か
の
比
喩
を
作
る
必
要

が
あ
り
、
し
か
も
押
韻
の
た
め
に
上
平
一
東
韻
の
文
字
を
用
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
選
ん
だ
の
が
「
蟲
」
で
あ
る
。
そ
し

て
、
前
句
の
灯
火
と
関
連
付
け
、
か
つ
比
喩
を
行
う
と
い
う
条
件

、

。

、

を
満
た
す
た
め

虫
と
灯
火
の
共
通
点
を
利
用
す
る

梅
堯
臣
は

灯
火
が
燃
え
る
と
い
う
場
合
と
虫
の
せ
き
立
て
る
よ
う
な
声
を
表

す
場
合
、
と
も
に
「
煎
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
に
目
を
付
け
、
灯

。

心
が
じ
り
じ
り
と
焼
け
る
音
が
ま
る
で
虫
の
音
の
よ
う
だ
と
い
う

、

「

」

続
く
第
十
一
句
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は

前
句
に
う
た
っ
た

蟲

か
ら
、
同
じ
く
下
方
の
穴
の
中
に
棲
む
「
鼠
」
を
連
想
す
る
。
コ

ソ
コ
ソ
と
動
き
回
る
さ
ま
を
「
出
没
」
と
い
う
畳
韻
語
を
用
い
て

描
き
、
謝
景
初
に
対
し
押
韻
と
オ
ノ
マ
ト
ペ
と
を
同
時
に
考
慮
し

て
対
を
作
る
と
い
う
や
や
難
易
度
の
高
い
出
題
を
す
る
。
そ
こ
で

謝
景
初
は

「
雍
容
」
の
語
を
見
つ
け
出
し
、
鼠
と
対
照
的
に
遙
か

、

上
方
で
ゆ
っ
た
り
と
飛
ぶ
雁
を
詠
じ
る
。
前
後
の
句
が
上
平
一
東

韻
で
押
韻
す
る
の
に
、
こ
こ
だ
け
韻
目
の
異
な
る
上
平
三
鍾
韻
が

使
わ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
は
、
厳
し
い
制
約
に
頭
を
悩
ま
せ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
時
間
的
な
制
約
の
中
で
、
相
手
の
句
に
い
か
に

巧
妙
な
対
を
つ
け
る
か
、
前
句
と
関
連
さ
せ
つ
つ
相
手
に
ど
の
よ

う
な
句
を
与
え
る
か
を
楽
し
み
な
が
ら
句
が
繋
が
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
後
半
の
第
二
十
三
句
以
降
で
あ
る
。

吽
呀
聞
爭
犬

吽
呀

爭
犬
を
聞
き

ご

う

が

23
哮
吼
厭
啼
■

哮
吼

啼
■
を
厭
ふ
な
ら
ん

（

２

）

か
う
こ
う

ぼ
う

い
と

24
撥
火
亂
赬
豆

火
を
撥
し
て
赬
豆
を
亂
し

25
附
炙
雙
彎
弓

炙
を
附
け
て
彎
弓
を
雙
ぶ

つ

な
ら

26
（
２
）
■
＝
左
馬
右
蒙

乾
果
硬
迸
齒

乾
果

硬
く
し
て
齒
を

迸

ら
せ

｣

堯
臣

ほ
と
ば
し

27
寒
齏
酸
滿
胸

寒
齏

酸
く
し
て
胸
に
滿
つ

せ
い

す

28
枯
蛤
擘
無
肉

枯
蛤
は
擘
け
ど
も
肉
無
く

こ

か

ふ

さ

29
淡
脯
燒
可
饔

淡
脯
は
燒
き
て
饔
と
す
べ
し

よ
う

30
語
必
造
聖
賢

語

は
必
ず
聖
賢
に
造
り

こ
と
ば

い
た

31
樂
已
過
鼓
鍾

樂
し
み
は
已
に
鼓
鍾
を
過
ぐ

32
紙
窗
幸
未
曙

紙
窗
は
幸
ひ
に
未
だ
曙
け
ず

｣

景
初

あ

33
絮
被
令
旋
縫

絮
被
は
旋
い
で
縫
は
し
め
ん

つ

34
凍
痺
兩
股
鐵

凍
え
痺
れ
て
兩
股

鐵
の
ご
と
く

し
び

て
つ

35
跑
抓
雙
鬢
蓬

跑
き
抓
き
て
雙
鬢

蓬

の
ご
と
し

か

か

よ
も
ぎ

36
脬
尿
既
懶
溺

脬
の
尿
は
既
に
溺
す
る
こ
と

懶

く

は
う

ね
う

も
の
う

37
裩
虱
唯
欲
烘

裩
の

虱

は
唯
だ
烘
か
れ
ん
と
欲
す

こ
ん

し
ら
み

た

38
器
皿
足
缺
齾

器
皿
は
缺
齾
足
り

き

べ

い

け
つ
が
つ

39
捧
執
無
夭
穠

捧
執
は
夭

穠
無
し

ほ
う
し
つ

え
う
ぢ
よ
う

40
兒
女
寒
不
寢

兒
女
は
寒
く
し
て
寢
ぬ
ら
れ
ず

｣

堯
臣

い

41
僮
僕
困
欲
瞢

僮
僕
は
困
し
み
て
瞢
な
ら
ん
と
欲
す

く
る

ぼ
う

42
豈
無
貴
富
徒

豈
に
無
か
ら
ん

貴
富
の
徒
の

43
笑
此
饑
寒
蹤

此
の
饑
寒
の
蹤
を
笑
ふ
こ
と

あ
と

44
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丈
夫
固
有
負

丈
夫
は
固
よ
り
負
ふ
も
の
有
り

も
と

45
道
義
久
已
充

道
義
は
久
し
く
已
に
充
つ

み

46
墨
子
不
黔
突

墨
子

突
を
黔
ま
せ
ざ
る
も

く
ろ

47
齒
輩
且
得
封

齒
輩

且

く
封
ぜ
ら
る
る
を
得
た
り

し
ば
ら

48
勉
哉
梅
夫
子

勉
め
よ
や

梅
夫
子

つ
と

49
塞
者
終
自
通

塞
が
れ
ば
終
に

自

ら
通
ぜ
ん

｣
景
初

ふ
さ

つ
ひ

お
の
づ
か

50
初
め
の
四
句
は
宴
席
で
聞
く
物
音
や
炉
の
様
子
を
描
く
。
第
二

十
七
句
か
ら
の
四
句
は
、
宴
席
の
中
で
も
酒
肴
に
焦
点
を
絞
り
、

そ
の
貧
窮
ぶ
り
に
も
構
う
こ
と
な
く
楽
し
み
を
極
め
る
自
分
た
ち

の
姿
を
描
く
。
さ
ら
に
第
三
十
一
・
三
十
二
句
で
詩
作
そ
の
も
の

。

、

に
言
及
し
て
一
旦
区
切
り
を
つ
け
る

続
く
第
三
十
三
句
か
ら
は

宴
席
の
よ
り
詳
細
な
描
写
に
入
る
。
凍
え
た
手
足
、
ボ
サ
ボ
サ
の

頭
、
さ
ら
に
は
シ
ラ
ミ
の
湧
い
た
下
袴
に
ま
で
筆
が
及
ぶ
。
こ
れ

ら
の
句
は
、
梅
堯
臣
の
詩
の
特
徴
と
し
て
日
常
生
活
の
細
部
に
目

を
向
け
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
連
づ
け
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う

。
続
け
て
周
囲
の
様
子
、
子
供
や
召

［
６
］

使
い
の
姿
ま
で
を
う
た
っ
た
所
で
、
総
括
に
移
る
。
謝
景
初
は
こ

こ
ま
で
に
行
っ
た
貧
乏
生
活
の
描
写
を
「
饑
寒
蹤
」
と
し
、
梅
堯

臣
に
対
し
て
「
あ
な
た
は
立
派
な
人
物
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
貧
し

さ
か
ら
抜
け
出
す
日
が
来
る
は
ず
だ
」
と
励
ま
し
の
言
葉
を
贈
っ

て
篇
を
結
ぶ
。

で
は
、
二
人
の
句
の
作
り
方
を
見
て
み
よ
う
。
後
半
は
、
相
手

の
句
に
即
座
に
対
を
付
け
る
必
要
が
な
く
な
り
、
表
現
の
自
由
度

が
高
く
な
る
分
だ
け
、
言
葉
の
選
択
が
難
し
く
な
る
。
梅
堯
臣
は

初
め
の
担
当
箇
所
で
、
い
か
に
奇
抜
な
表
現
を
す
る
か
に
力
を
入

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
二
十
三
句
の
「
吽
呀
」
は
『
漢
書
』

ご

う

が

。「
〔

〕

東
方
朔
伝
に
基
づ
く
で
た
ら
め
な
謎
か
け
の
語
で
あ
る

舍
人

卽
妄
爲
諧
語
曰

『
令
壺
齟
、
老
柏
塗
、
伊
優
亞
、
狋
吽
牙
。
何
謂

、

也

。
朔
曰

『
…
…
狋
吽
牙
者
、
兩
犬
爭
也

（

舍
人
〕
卽
ち
妄

』

、

』
。
〔

み
だ

、『

、

、

、

。

り
に
諧
語
を
爲
り
て
曰
く

令
壺
齟

老
柏
塗

伊
優
亞

狋
吽
牙

つ
く

ぎ

ご

う

が

何
の
謂
ぞ
や
』
と
。
朔
曰
く

『
…
…
狋
吽
牙
は
、
兩
犬
の
爭
ふ
な

、

い
ひ

り
』
と

」
と
、
二
匹
の
犬
が
争
う
こ
と
を
指
す
と
い
う
情
報
し

。
）

か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
第
二
十
四
句
末
の
「
■
（
左
馬
右
蒙

」）

ぼ
う

も
、
字
書
類
を
除
き
ほ
ぼ
用
例
が
見
ら
れ
な
い
特
殊
な
文
字
で
あ

る
。
第
二
十
五
・
二
十
六
句
は
、
類
似
す
る
比
喩
が
他
に
見
ら
れ

ず
、
特
に
第
二
十
六
句
は

「
附
炙
」
が
表
す
も
の
が
判
然
と
し
な

、

い
。
串
に
付
け
た
あ
ぶ
り
肉
の
こ
と
と
し
、
そ
れ
が
削
が
れ
て
弓

な
り
に
な
っ
た
様
子
が
「
雙
彎
弓
」
だ
と
考
え
た
場
合

「
附
」
の

、

語
に
何
か
を
棒
に
刺
す
意
味
の
用
例
が
見
ら
れ
な
い
点
が
腑
に
落

ち
な
い
。
ま
た

「
附
炙
」
を
「
附
火
」
と
同
じ
く
火
に
当
た
っ
て

、

暖
を
取
る
と
い
う
意
味
で
解
釈
し

「
雙
彎
弓
」
は
火
に
寄
り
つ
き

、

か
が
み
込
む
二
人
の
姿
を
喩
え
た
と
し
た
場
合

「
炙
」
で
火
そ
の

、

も
の
を
指
す
例
が
見
当
た
ら
な
い
点
が
疑
問
に
残
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
こ
の
作
品
独
自
の
思
い
切
っ
た
比
喩
表
現
だ
と
言
え
る
。

梅
堯
臣
は
、
で
た
ら
め
と
も
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
凝
っ
た
表
現
を
行

い
、
続
く
謝
景
初
の
出
方
を
窺
う
。

こ
れ
を
承
け
た
謝
景
初
は
、
梅
堯
臣
の
句
の
よ
う
な
特
殊
な
表

現
へ
の
挑
戦
は
行
わ
な
い
。
第
二
十
七
句
で
梅
堯
臣
が
う
た
っ
た

硬
い
干
し
果
物
（
乾
果
）
に
続
き
、
酸
っ
ぱ
い
漬
物
（
寒
齏

、
）
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痩
せ
た
ハ
マ
グ
リ
（
枯
蛤

、
脂
の
の
ら
な
い
干
し
肉
（
淡
脯
）
を

）

羅
列
す
る
の
は

［
マ
イ
ナ
ス
の
意
味
を
も
つ
形
容
詞
］
＋
［
食
品

、

を
表
す
名
詞
］
と
い
う
同
じ
構
造
の
語
が
重
な
っ
て
む
し
ろ
単
調

で
あ
る
。
恐
ら
く
謝
景
初
は
、
梅
堯
臣
と
は
全
く
逆
の
方
法
で
、

酒
の
席
に
お
け
る
羽
目
の
外
れ
た
詩
作
を
表
現
し
て
い
る
。
く
ど

さ
を
感
じ
る
ほ
ど
の
畳
み
か
け
で
笑
い
を
誘
い
、
さ
ら
に
続
く
第

三
十
一
・
三
十
二
句
で
大
仰
な
言
い
回
し
を
し
て
、
前
後
の
格
差

に
よ
り
滑
稽
さ
を
生
み
出
す
。
第
三
十
一
句
の
「
聖
賢
」
は
酒
の

隠
語
で
、
こ
の
二
句
で
「
こ
の
詩
が
う
た
う
の
は
酒
の
事
ば
か
り

だ
が
、
高
尚
な
音
楽
な
ど
よ
り
断
然
楽
し
い
」
と
い
う
。
言
葉
遊

び
を
効
か
せ
た
冗
談
交
じ
り
の
表
現
で
、
梅
堯
臣
か
ら
の
戯
れ
に

応
え
た
の
で
あ
る
。

続
く
第
三
十
三
句
で
「
夜
明
け
は
ま
だ
な
の
で
宴
を
続
け
ま
し

ょ
う
」
と
促
す
謝
景
初
に
、
梅
堯
臣
も
「
綿
入
れ
を
縫
わ
せ
る
の

は
後
回
し
だ
」
と
応
じ
る
。
以
降
第
三
十
五
句
か
ら
、
宴
席
に
お

け
る
二
人
の
様
子
を
非
常
に
細
か
に
描
写
す
る
句
が
並
ぶ
。
流
れ

か
ら
考
え
て
、
こ
の
描
写
も
戯
れ
あ
い
の
延
長
に
あ
る
も
の
だ
ろ

う
。
梅
堯
臣
が
自
分
た
ち
の
悲
惨
な
姿
を
畳
み
か
け
る
よ
う
に
羅

列
す
る
の
は
、
謝
景
初
が
行
っ
た
貧
乏
な
酒
肴
の
羅
列
へ
の
対
抗

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
第
二
十
三
～
二
十
六
句
と
同

様
に
、
詩
の
先
行
例
を
見
出
だ
せ
な
い
語
、
常
套
句
か
ら
離
れ
た

表
現
を
使
い
、
技
巧
面
で
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。
例
え
ば
36

「
跑
抓
」
は
、
文
字
の
選
び
方
が
明
ら
か
に
特
殊
で
あ
る

「
跑
」

。

は
獣
が
足
で
地
を
掻
く
と
い
う
意
味
で
あ
り

「
抓
」
も
類
義
の

、

「
掻
」
字
と
比
べ
る
と
使
用
頻
度
が
圧
倒
的
に
少
な
い
。
こ
の
二

、

。「

」

字
が
選
ば
れ
た
の
は

恐
ら
く
音
を
意
識
し
た
た
め
で
あ
る

跑

と
「
抓
」
は
共
に
下
平
五
肴
の
韻
で
、
畳
韻
の
語
を
形
成
す
る
。

対
と
な
る
第
三
十
五
句
の
「
凍
痺
」
に
発
音
面
で
の
特
徴
が
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
音
の
技
巧
を
加
え
る
た
め
に
、
語
の
本
来
の
意

味
を
ね
じ
曲
げ
、
新
し
い
語
を
造
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
前
半
と
後
半
で
異
な
る
形
式
は
、
聯
句
制
作

の
楽
し
み
方
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
前
半
で
は
相
手
の
句

に
い
か
に
対
を
付
け
る
か
に
重
点
が
あ
る
。
多
人
数
で
行
わ
れ
た

１
の
作
に
比
べ
て
難
易
度
が
高
く
、
技
巧
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
も

。

、

読
み
取
れ
る

後
半
は
数
聯
ず
つ
の
や
り
取
り
を
楽
し
む
も
の
で

偶
数
句
交
替
の
聯
句
に
も
似
る
よ
う
だ
が
、
律
詩
型
よ
り
規
則
の

縛
り
が
緩
く
、
応
酬
が
何
度
か
繰
り
返
さ
れ
る
点
も
異
な
る
。
比

較
的
自
由
な
条
件
の
中
、
相
手
へ
の
対
応
、
相
手
の
反
応
を
考
え

な
が
ら
、
自
分
の
担
当
箇
所
で
何
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
に

腕
の
見
せ
所
が
あ
る
。
そ
の
結
果
が
右
に
言
及
し
た
よ
う
な
奇
怪

な
語
の
頻
出
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

七
首
の
聯
句
は
、
形
式
、
内
容
、
句
の
繋
ぎ
方
と
も
に
様
々
な

タ
イ
プ
が
あ
る
が
、
７
「
冬
夕
會
飮
聯
句
」
は
特
に
注
目
す
る
に

値
す
る
。
こ
の
作
は
、
詩
作
を
楽
し
む
姿
勢
が
他
の
聯
句
と
異
な

る
。
調
和
や
完
結
性
を
求
め
る
よ
り
、
二
人
の
作
詩
上
の
駆
け
引

き
を
ひ
た
す
ら
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
二
種
類
の
う
た
い

方
を
一
篇
の
作
品
の
中
で
行
っ
て
い
る
こ
と
、
表
現
に
こ
だ
わ
り

が
強
く
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
が
窺
え
る
。
形
式
に
も
表
現
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に
も
、
既
存
の
型
に
は
ま
ら
な
い
自
由
さ
が
あ
る
。
し
か
も
二
人

の
応
酬
は
短
い
ス
パ
ン
で
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
の
詩
作
は
思
わ
ぬ
表
現
を
生
む
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
よ
う
に

思
う
。
作
中
に
梅
堯
臣
の
詩
の
特
徴
と
さ
れ
る
、
日
常
の
細
部
を

う
た
う
句
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
詩
風
の
形
成
と
の
繋

が
り
が
予
想
さ
れ
る
。

聯
句
の
発
展
過
程
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
し
て
も
、
や
は
り
７

の
作
が
注
目
に
値
す
る
。
形
式
の
特
異
さ
以
外
に
、
語
の
用
い
方

が
特
殊
で
あ
る
こ
と
も
、
韓
愈
・
孟
郊
の
聯
句
と
関
連
づ
け
て
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
点
を
追
求
す
る
こ
と
で
、

梅
堯
臣
の
詩
が
韓
愈
ら
中
唐
詩
人
の
詩
か
ら
受
け
た
影
響
に
も
迫

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
今
回
検
討
で
き
な
か
っ
た
２
「
希
深
洛
中
冬
夕
道
話
有

懷
善
慧
大
士
因
探
得
江
字
韻
聯
句
」
と
、
他
の
作
に
見
ら
れ
な
い

特
徴
が
確
認
で
き
た
５
「
玉
麈
尾
寄
傅
尉
越
石
聯
句
」
に
つ
い
て

は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

注
［
１
］
全
六
十
巻
。
四
部
叢
刊
所
収
の
明
・
万
暦
刊
本
を
確
認
し
た
。

［
２
］
朱
東
潤
氏
の
『
梅
堯
臣
集
編
年
校
注
』
と
劉
徳
清
・
顧
宝
林
・
欧

陽
明
亮
『
歐
陽
脩
詩
編
年
箋
注

（
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
、
中
華

』

書
局
、
二
〇
一
二
年
）
に
よ
る
。
編
年
前
の
状
況
を
見
る
と
、
梅
堯
臣

の
詩
は
『
宛
陵
先
生
集
』
巻
三
所
収
。
巻
一
～
三
は
目
録
部
分
に
「
西

京
詩
」
と
あ
る
。
欧
陽
脩
の
詩
は
『
居
士
集

（
四
部
叢
刊
本
）
巻
十

』

所
収
。
こ
の
詩
自
体
に
は
制
作
年
の
注
記
が
な
い
が
、
明
道
元
年
と
二

年
の
詩
の
間
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

［
３
］
聯
句
の
長
篇
化
に
つ
い
て
は
、
埋
田
重
夫
「
白
居
易
と
韓
愈
の
聯

句
詩
に
つ
い
て
―
聯
句
形
成
史
に
お
け
る
そ
の
位
置
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（

中
国
詩
文
論
叢
』
第
二
集
、
一
九
八
三
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。
ま

『
た
、
劉
禹
錫
と
白
居
易
、
韓
愈
と
孟
郊
の
聯
句
に
つ
い
て
は
、
橘
英
範

「
劉
白
の
聯
句
に
つ
い
て

（

中
国
中
世
文
学
研
究
』
三
十
一
、
一
九

」
『

九
七
年

、
畑
村
学
「
韓
孟
の
『
城
南
聯
句
』
―
そ
の
競
作
意
識
と
詩

）

才
錬
磨
―

（

中
国
中
世
文
学
研
究
』
二
十
六
、
一
九
九
四
年
）

、

」
『

川
合
康
三
「
韓
愈
・
孟
郊
『
城
南
聯
句
』
初
探

（

中
国
文
学
報
』
六

」
『

十
一
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

［
４
］
八
句
交
替
の
作
に
つ
い
て
は
、
埋
田
氏
に
言
及
が
あ
る
。
同
論
文

で
は
歴
代
の
聯
句
に
つ
い
て
形
式
ご
と
に
統
計
的
な
分
析
が
な
さ
れ
て

お
り
、
本
稿
は
主
に
氏
の
研
究
を
参
考
に
し
た
。

［
５
］
第
二
句
「
晚
涼
」
を
四
部
叢
刊
本
は
「
曉
涼
」
に
作
る

『
編
年
校

。

注
』
に
「
萬
曆
本
作
『
曉

、
正
統
本
、
宋
犖
本
作
『
晚

」
と
指
摘

』

』
。

が
あ
る
。
第
五
句
「
可
以
」
に
つ
い
て
は
詩
の
末
尾
に
注
記
し
た
通
り

で
あ
る
。

［
６
］
筧
文
生
『
梅
堯
臣
論

（

東
方
学
報
』
三
十
六
、
京
都
大
学
人
文

』
『

科
学
研
究
所
、
一
九
六
四
年
）

に
「
彼
の
詩
の
な
か
で
、
よ
り
多
く

の
部
分
を
し
め
、
か
つ
彼
の
本
領
を
よ
り
よ
く
發
揮
し
て
い
る
の
は
、

何
と
い
っ
て
も
日
常
の
な
に
く
れ
と
な
い
生
活
の
な
か
か
ら
の
鋭
い
觀

察
に
よ
っ
て
生
れ
た
詩
の
群
で
あ
ろ
う
」
と
、
吉
川
幸
次
郎
『
中
国
詩

人
選
集
二
集

宋
詩
概
説

（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
に
、
梅
堯

』

臣
の
特
徴
は
「
題
材
の
拡
充
、
態
度
の
拡
充
の
意
欲
が
、
そ
の
鋭
敏
な

詩
の
目
を
、
日
常
的
な
家
庭
の
生
活
、
友
情
の
生
活
に
む
か
っ
て
、
深
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、

、

く
く
い
こ
ま
せ

従
来
の
詩
人
の
目
の
と
ど
か
な
か
っ
た
細
部
に
ま
で

浸
透
す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
。


